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＜連絡事項＞
・春の健康診断について連絡が来ています。各自確認をして実施して下さい。
＜患者様連絡事項＞
・助川　節子様～舩場Dr診察にて、頻拍を抑える為、ビソノテープ（4mg）1枚/日　
7日分処方。
・田邊　廣二様～持参薬が1日分のみであり、当院にはない薬の為、妻様へ受診の依頼をしているが繋がらず。馬渡Dr.より平和病院へ連絡し、当院より臨時薬4日分処方、血糖測定（8：00）4/7(火)まで実施の指示。
・川村　みせ様～主治医は馬渡Dr.となる。8：00、20：00（就床前薬内服前）血糖測定の指示（4/7まで）を受ける。
・小澤　和子様～左肘の可動域の異常があり、田名部Dr.へ報告。レントゲン実施し、骨折所見であるが、古いものであるとの事。緊急性は無い為、来週整形外科受診の予定となる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・立花　圭様～時間隔離中。話掛けの頻回さあるが妄想、幻聴に左右された訴えはない。
引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察行っていく。
・久保　興介様～時間隔離中。表情の冴えなさあるも礼節は保たれており対応も穏やか。
引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察行っていく。
＜要注目患者情報＞
・田中　稔美様～私物に関する訴えはあるが過度ではない。対面時も穏やかで帰宅要求も聞かれていない。
・川村　みせ様～対面時穏やかで不穏さはない。余暇自室にて臥床しており多動さも無い。
・高橋　登様～体温37.6～38.0℃、他、バイタル異常なし。体熱感軽度、クーリングで対応している。口唇のジスキネジアは持続的にみられている。
・助川　節子様～体温35.1℃、脈拍125回、血圧141/102mmHg、酸素飽和度95％。マスク外しやライントラブルなし。話しかけには穏やかに返答し、不調の訴え無し。全身の浮腫持続している。
・田邊　廣二様～東病棟Dユニット20号室へ任意入院となる。バイタルサインの異常はない。体調は、「悪くないです」穏やかに話す。対面時、易怒性や粗暴性みられず経過。
＜安ヶ平Ｄｒ診察＞
・中居　松男様～食事全量、間食とれているためエンシュアは4/14までとなる。以後中止。定期薬は処方変更なし。
・河原木　泰志様、和田　昌様、藤井　崇史様～処方変更なし。
＜新入院患者様情報＞
日時：R2.4.3  11:08

    氏名：田邊　廣二（たべ　こうじ）様

生年月日：昭和22年8月30日　　72歳

　　病名：アルコール依存症

　合併症：2型糖尿病　アルコール肝炎

　　性別：男性

　主治医：馬渡Dr.
入院形態：任意入院

　　病棟：東病棟Dユニット

(経過）

　現在平和病院にて糖尿病の治療中。

　　

　初飲は20歳のころで、自宅にて毎日ウィスキーやブランデーを水割りでコップ2～3杯
飲酒していた。本人は元警察官で機会的に他の警察官と外で飲酒する際はトラブルなどは
無かったが、酩酊状態で他の人から送り届けられる事はあった。

　自宅内で飲酒する際は、酩酊状態で易怒的となり、妻に対して暴言や暴力行為が見られ
ていた。現在の飲酒量は、25度の焼酎4Lを3日で空にする程度で、昼から翌朝まで飲酒し
ている。また、時々バターの塊や生豆を食べる事や、酩酊状態で尿・便失禁をしてしまう
事もあり。アルコールが抜けている時に車の運転もしているが、同じ道路を出たり入っ

たりを繰り返す事や、車に傷がついている事もある。自身で飲酒をコントロールする事が
できず、家族関係の悪化もあり。

　R2.2.20糖尿病が悪化し、自ら希望し平和病院へ入院。今回断酒の意志が固まり、アルコ
ール依存症治療プログラム実施目的にて、R2.4.3東病棟Dユニットへ任意入院となる。
・洗濯：家族（1回/週来院予定）

・買い物：売店購入可（金額制限なし）

・緊急時：搬送希望（赤十字病院）

・受診：R2.5.21 平和病院眼科　9：00～　申請済
・携帯電話：使用可
・血糖測定：1検（朝食前）
・インスリン：昼食前　ランタスXR注ソロスター　12単位
